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市長所信表明（平成１７年）１２月

本日、平成１７年１２月吉野川市議会定例会を招集いたしまし

たところ、議員各位にはご出席を賜りありがとうございます。

吉野川市が発足して１年２カ月、私が市長に就任してから１年

余りが経過いたしました。

その間、まず、市民の皆様方の声をお聞きすること、そして、

情報公開、さらに情報共有に努め、市民参画・市民と行政の協働

による地域づくりを目指して、合併に伴う課題、そして吉野川市

の将来を見据えた様々な課題に取り組んで参りました。その進捗
しんちょく

状況と、今後の展望について、この場をお借りいたしまして申し

上げます。

まず、行財政改革については、去る１１月２２日『行財政審議

会』から出された答申を受け、現在、具体的な行革の実施計画を

策定しているところであり、今後、この実施計画に基づいて 「事、

務事業評価システムの導入 「指定管理者制度等の活用による民」

間活力の積極的な導入 「職員定数の削減等を通じた人件費の抑」

制 「滞納整理や受益者負担原則の確立による公平性に配慮した」

自主財源の確保 「職員の意識を改革し組織としてその能力を引」

」 「 」き出していくための目標管理制度 や 人事評価システムの導入

等を着実に進めて参ります。

指定管理制度については、民間のノウハウの活用によるサービ

スの向上とコスト削減を実現すべく、９月議会において制度導入

の前提となる条例案をお認めいただいたところですが、本議会に

おいては、施設ごとの具体的な指定管理者の指定についてお諮り

いたしておりますので、ご審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。

各種の公共料金については、来年度から統一された新たな公共

料金体系を適用していくことを目指して、受益と負担のバランス

や将来の収支見通し等を見据えつつ検討してまいりましたが、特
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別委員会におけるご議論をへて、本議会に関係条例の改正案を提

案させていただいております。

なお、介護保険料につきましては、国の制度改正の内容が判明

する時期との関係で３月議会に提案させていただきたいと考えて

おりますのでよろしくお願いいたします。

旧町村ごとに異なっていた各種団体への補助金については、①

市行政を補完する役割を効率的に果たしている団体や、それぞれ

の分野で積極的な活動を展開し、まちづくりに寄与している団体

等への補助については継続し、②旧町村ごとに取り扱いを“異”

にしていたものについては公平性の観点から整理統合を図り、③

時代の趨勢に応じてその必要性が薄れていると思われるものにつ
すうせい

いては削減・廃止していく方向で検討しております。

市の「総合計画」については、現在、市内の諸団体の代表等か

ら構成される「吉野川市みらいづくり懇話会」や「地域審議会」

の意見を踏まえて原案を策定中であり、年明けには議会にもお示

しし、今年度中に確定させたいと考えております。厳しい財政見

通しを反映して、行革色の濃いものにならざるを得ないと考えて

おりますが、一方で、地域の将来を見据え、子育て支援の充実や

地域情報化の推進等、あるべき方向性を打ち出すこととしており

ます。

防災につきましては、今後、風水害や東南海・南海地震等の大

規模災害への備えがますます重要になってまいりますが、市単独

では十分な応急措置を実施できない場合に備えて、同時被災の可

能性が低い鳥取県倉吉市と、相互応援に関する協定を締結するこ

とといたしました。１２月２日に調印を予定しております。

次に、助役の事務分担でございますが、私も含めまして就任直

後は、不慣れなこともあり合議制を採っておりました。しかし、

合併後１年以上が経過したこと、さらには合併後の様々な課題が

見えてくる中で、助役の所掌事務をそれぞれが分担して行うこと
しょしょう

が、事務執行の能率的運営を図るとともに意思決定を効率的に行



- 3 -

う上でベターであると考え、本日、お手元に配布させていただき

ました資料のとおりとさせていただきますので、議員各位におか

。れましてもご理解くださいますようよろしくお願い申し上げます

最後に、現在、来年度の予算編成時期を迎えておりますので、

、 。予算編成方針について その概要をご説明いたしたいと思います

国全体としては景気回復の兆しは見えるものの、なお厳しい地

域経済の現状や国の行財政改革の進展をみると、本市につきまし

ても大幅な増収を見込むことはできず、市財政の状況は一段と厳

しさを増すことが予想され、今後、地方分権が進む中で、ますま

す自律的に、効果的、効率的な行政運営を行っていくことが求め

られます。

したがいまして、平成１８年度当初予算の編成に当たっては、

事務事業評価の試行などにより従来以上に施策を厳しく選択し、

事務事業全般にわたり見直しを行うと同時に、可能な限りの歳入

確保と経費の節減合理化に努め、真に住民サービスの向上や地域

の発展に資するものであるか、費用対効果はどうか等の観点から

その必要性を吟味し、より重点的、創造的、効果的な予算になる

よう取り組んでまいります。

以上、申し上げてまいりましたとおり、様々な課題を一つ一つ

、 、確実にクリアしつつ 次世代への責任を果たしていく必要があり

地域の発展につなげていくためにも、引き続き全力で取り組んで

まいる所存でございますので、ご理解・ご支援のほど、何卒よろ

しくお願い申し上げます。

次に、今定例会に提出しております、案件について、その概要

をご説明申し上げます。

今議会に提出しております議案は、平成１７年度吉野川市一般

会計補正予算第５号専決処分の承認案件１件、平成１６年度吉野

川市一般会計及び特別会計の歳入歳出決算認定案件１０件、吉野

川市特別職で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例等条例の一部改正案件６件、条例の廃止案件１
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件、平成１７年度吉野川市一般会計補正予算第６号及び国民健康

保険特別会計補正予算第１号等の一般会計・特別会計補正予算並

びに水道事業会計補正予算第１号の予算案件１５件、市有施設の

指定管理者の指定案件２４件、徳島県市町村総合事務組合を組織

する地方公共団体の数の減少及び共同処理する事務の変更並びに

徳島県市町村総合事務組合規約の変更案件１件、市内小中学校パ

ソコン等機器整備事業の物品購入契約案件が１件の計５９件でご

ざいます。

まず、報第１５号の「平成１７年度吉野川市一般会計補正予算

第５号の専決処分」につきましては、台風１４号被害による災害

復旧に関する予算を審議する暇がないため、地方自治法第１７９

条第１項の規定により専決処分をしましたので、同条第３項の規

定に基づき、議会に報告し承認を求めるものでございます。

次に、議第１３７号、議第１３８号、議第１３９号、議第１４

０号、議第１４１号、議第１４２号、議第１４３号、議第１４４

号、議第１４５号及び議第１４６号の以上１０議案につきまして

は、平成１６年度の一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算で、

地方自治法第２３３条第３項の規定により、監査委員の意見を付

し議会の認定を求めるものであります。

なお 「平成１６年度吉野川市における主要な施策の成果」及、

び「平成１６年度吉野川市における基金の運用状況」につきまし

ては、地方自治法第２３３条第５項及び同法第２４１条第５項の

規定により提出するものでございます。

議第１４７号の「吉野川市特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定」は、町村

合併に伴う在任特例期間に適用しておりました農業委員報酬額を

新たに定める必要が生じ、報酬額を改正するものでございます。

議第１４８号の「吉野川市職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例制定」は、平成１７年人勧に沿った給与改定を行うた

め、給料表等を改正するものでございます。
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議第１４９号の「吉野川市国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例制定」は、合併協議の際、新市において調整するとされて

おりました国民健康保険税の按分率を平成１８年度から統一すべ
あんぶん

く所要の改正を行うものでございます。

議第１５０号の「吉野川市営住宅条例の一部を改正する条例制

定」は、民間事業者の能力を活用した市街地の整備を推進するた

「 」 、めの 都市再生特別措置法等の一部を改正する法律 が施行され

「土地区画整理法」の一部が改正されたことに伴う改正でござい

ます。

議第１５１号の「吉野川市上水道給水条例の一部を改正する条

例制定」及び議第１５２号の「吉野川市簡易水道事業給水条例の

一部を改正する条例制定」につきましては、新市において調整す

るとされておりました水道料金・手数料等について統一を図ると

ともに、水道料金及び簡易水道料金にかかる消滅時効完成後の債

権放棄についての規定を設ける改正でございます。

議第１５３号の「鴨島町在宅ねたきり老人等介護慰労金支給条

例を廃止する条例制定」は、在宅福祉サービス事業の中の家族介

護慰労金で対応するため、今回条例を廃止するものであります。

議第１５４号、議第１５６号、議第１５８号、議第１６０号、

議第１６２号、議第１６４号及び議第１６５号の以上７議案につ

きましては、この度、職員の給与等に関する人勧が出されました

ので、その勧告趣旨に沿った給与等の改定等を行うための平成１

７年度一般会計及び各特別会計の補正予算でございます。

議第１５５号の「平成１７年度吉野川市一般会計補正予算（第

７号 」は、崖崩れ対策工事、台風被害による市営住宅や教育施）

設等の修復工事等が主なものですが、都市計画街路事業の国庫補

助金の減額及び財政調整基金・減債基金からの繰入額を減額調整

したため、歳入歳出それぞれ１億３千７９万６千円を減額し、歳

入歳出予算総額を１８７億９千１４６万７千円とするものでござ

います。
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議第１５７号の「平成１７年度吉野川市国民健康保険特別会計

補正予算（第２号 」は、第三者納付金の納付等があり、国保連）

合会への事務共同処理手数料・介護納付金が確定したための補正

で、歳入歳出それぞれ１千９１３万円を追加し、歳入歳出予算総

額を４５億７千９２７万７千円とするものであります。

議第１５９号の「平成１７年度吉野川市介護保険特別会計補正

予算（第３号 」は、保険給付費において介護サービス、支援サ）

ービス、高額介護サービス等の経費にかかる負担金について調整

等を行うため、歳入歳出それぞれ８１万９千円を追加し、歳入歳

出予算総額を３８億７千８４２万１千円とするものであります。

議第１６１号の「平成１７年度吉野川市公共下水道事業特別会

計補正予算（第３号 」及び議第１６３号の「平成１７年度吉野）

川市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第３号 」）

は、年度予算を前倒しして管渠布設工事等を行うために追加補正
かんきょ

をお願いするものであります。公共下水道事業特別会計補正予算

（ ） 、第３号 は歳入歳出それぞれ１億１千９４２万８千円を追加し

歳入歳出予算総額を１５億１千１４１万４千円となり、特定環境

保全公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）では歳入歳出そ

れぞれ３千１０万円を追加し、歳入歳出予算総額を１２億６千７

２２万３千円とするものでございます。

議第１６６号の「平成１７年吉野川市簡易水道事業特別会計補

正予算（第２号 」は、償還利子及び割引料を減額する一方で、）

老朽施設の補修のための修繕料を追加するなど、歳入歳出それぞ

れ４７万２千円を追加し、歳入歳出予算総額を５千３０万円とす

るものであります。

議第１６７号の「平成１７年度吉野川市公衆温泉浴場事業特別

会計補正予算（第１号 」は、原油価格の高騰による燃料費及び）

施設の修繕料等として歳入歳出それぞれ２００万円を追加し、歳

入歳出予算総額を３千４２９万円とするものでございます。

議第１６８号の「平成１７年度吉野川市水道事業特別会計補正
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予算（第１号 」は、職員給与費を減額し、過年度損益修正損及）

び料金統一に伴う電算システム変更委託料に充当するものでござ

います。

議第１６９号の「吉野川市飯尾敷地コミュニティセンターの指

定管理者の指定」から議第１９２号の「吉野川市簡易給水施設の

指定管理者の指定」までの２４議案は、それぞれの市有施設の指

定管理者に指定する団体及び指定の期間等について、地方自治法

第２４４条の２第６項の規定に基づき、議会の議決を求めるもの

でございます。

議第１９３号の「徳島県市町村総合事務組合を組織する地方公

共団体の数の減少及び共同処理する事務の変更並びに徳島県市町

村総合事務組合規約の変更」については、市町村合併による地方

公共団体の数の変更、平成１８年４月１日から共同処理を始める

滞納整理に関する事務の追加、及び徳島市、鳴門市、小松島市の

新規加入について、徳島県市町村総合事務組合規約関係箇所を変

更するため、議会の議決を求めるものあります。

議第１９４号の「吉野川市小中学校パソコン等機器整備事業の

物品購入契約」は、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又

は処分に関する条例第２条、及び地方自治法第９６条第１項第５

号の規定に基づき、市内小中学校へのパソコン整備に伴う物品購

入契約について、議会の議決を求めるものでございます。

また、徳島県市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する地

方公共団体の数の減少及び同組合規約の変更についてを１２月９

日に、教育委員に関する人事案件を議会最終日に追加提案いたし

ますので、ご審議下さいますようよろしくお願い申し上げます。

なお、議第１４８号、議第１５４号、議第１５６号、議第１５

８号、議第１６０号、議第１６２号、議第１６４号及び議第１６

５号につきましては、職員の給与改定に伴う条例の一部改正及び

補正予算で、１２月９日支給の期末勤勉手当で調整する必要があ

るため、また、議第１９４号「吉野川市小中学校パソコン等機器
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整備事業の物品購入契約」につきましても、工事期間の関係で、

本日、先議して頂きたく、重ねてお願い申し上げる次第でござい

ます。

以上、概略をご説明申し上げましたが、個々の詳細につきまし

、 、 、ては 後ほど担当部長からご説明させますので 十分ご審議の上

。原案どおりご賛同いただきますようよろしくお願い申し上げます


